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なまごみはなぜ
ひりょう

肥料になるの

●いろいろな
えい よ う そ

栄養素をふくんだなまごみ

 
だいどころ

台所から、
まいにち

毎日、
おお

多く
だ

出されるなまごみ。
や さ い

野菜くずやたまごのから、
さかな

魚の
ほね

骨など、いろ

いろなものがまじっています。

 このなまごみを
にわ

庭の
つち

土の
なか

中にうめたりして、
ひりょう

肥料として
やく

役
だ

立てることがあります。もと

もと、
にんげん

人間にとっても
えいよう

栄養のある
しょくもつ

食物です。これが、どうやって
ひりょう

肥料になるのでしょう。

●
つち

土の
なか

中には
びせ い ぶ つ

微生物がいっぱい

 たとえば、
やく

約１グラムの
なか

中に
さいきんるい

細菌類で１０００
まん

万～１７００
まん

万、
ほうしゃきん

放線菌が１００
まん

万～１

４０
まん

万、カビの
な か ま

仲間が２０
まん ぜ ん ご

万前後もいるといわれています。

 この
つち

土の
なか

中の
びせ い ぶ つ

微生物によって、なまごみにふくまれるタンパク
しつ

質や、
とうぶん

糖分などの
ゆう き ぶ つ

有機物

が
ぶんかい

分解され、くさります。そして、
しぼ う さ ん

脂肪酸やアンモニアなどができます。

 このアンモニアなどのちっそ
かご う ぶ つ

化合物は、
ひりょう

肥料として
しょくぶつ

植物の
ね

根から
きゅうしゅう

吸収され、
しょくぶつ

植物のから

だをつくっていくのです。（監修 青木国夫）


